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デ ィ ス カ ッ シ ョ ンセ ッ シ ョ ン

【DS − 1　国際規格 ・基準 に関 す る戦略的活動】（発表 ：

5編）

　本 セ ッ シ ョ ン は ISO 国 内委員会主 催 で 毎年 企 画 し て

い る DS で あ る が ，木年度は 通 常 の 委員会活動報告に 加

え て ，地 盤 ⊥ 学 会 及 び 土 木 学 会 の ISO 戦略 を，地 盤 工

学会 か らは 基 準部長 ，十 木 学 会 か ら は ISO 対 策特 別 委

員会幹事長 に それ ぞれ 紹介 い た だ い た 。 そ の 後，フ ロ ア

デ イス カ ッ シ ョ ソ を行 い，ISO の 活動 に お け る問題点の

共 有 と今後の 活動方鉗 に つ い て 活発な意見交換を彳J っ た。

今後 に つ い て は 必 要 な 活 動 は 積 極 的 に 継 続 す る こ と，

ISO の 活動方針 に つ い て 多 くの 会員 と共 有す る努 力を す

る こ と，及 び そ の ため の 学会 と して の 意識の 統
一

に つ い

て継 続 的 に議論 して い くこ とを 確認で きた こ との 意義は

大 きい。　　　　　　　 （文 責 ：熊本 大 学　大 谷　順 ）

【DS −−2 土 質試験結果 の 精度 ・ばら つ き を考 え る 】 （発

表 ：6編）

　昨年 に 引 き続 き 「地 盤 材
．
料試験結果の 精度 の 分 析 と表

記方法 に つ い て の 研究委員会」 が企 画 した本 DS は約80

名の 参加 者の 下，研究委員会の 活動報告 とシ ン ポ ジウ ム

の 開催 報 告，一
般 投 稿論 文の 発表 と討議が行わ れた。試

験者 の 熟練度 ・サ ン プル 量 ・試 験 室 の 湿 度 ・供 試 体 の 成

形状況の 不 確 か さ評価へ の 影 響，技能試 験デー
タ の 正 規

性 評価 ，原 位置試験結果 の N 値 と
一

軸強度の 関連性が

発表 さ れ た 。 デ ィ ス カ ッ シ ョ ン で は，偏 りの あ る測 定値

の 処 理 方法，地 盤 材料 が有 して い る不 均 質 性 と試 験 結 果

の不 確 か さ の 関係 な ど，活発な 意見交 換 が 行 わ れ，今後

の 研 究 活動 へ の 期 待 が 示 さ れ た 。

　　　 （文 責 ：関 西 地 盤 環境研 究セ ン タ
ー

　澤　孝平）

【DS − 3 地盤情報 データ ベ ー
ス と そ の 利 活 用 】 （発 表 ：

17編〉

　地 盤 情報デ
ー

タベ ー
ス び）溝築はか な りの 地域で 実施 さ

れ，今回 の DS で の 発表 は，そ の 利 活用 に 重点を 置 い た

もの が 目立 っ た。また，東 日本 大震 災 を受 け て ，地 盤 防

災へ の適用，既往地震被害 の 再検討 とい った 活用 事例 が

紹介 され た。造成地被害 や液状化被害の 検刮や 予測 に地

盤 情 報 が どの よ うに活用 で きる の か に つ い て 特別講演 を

して い た だ き，フ ロ ア との 活発 な 議論 を行 っ た。また，

地 盤情報 を モ デ ル 化 し た電 子地 盤 図 とい う資産 を どの よ

う に運用 す べ きで あ る の か に つ い て ，地 盤 工 学 会 と して

の 考 え方 を集約 す べ きで あ る と い う意見 が 出さ れ た。

　　　　　　　　　　　 （文責 ： 京都大学　三 村　衛）

【DS − 4 岩盤工 学に お ける 連成問題 の 現 状】（発 表 ：10

編）

　二 酸化 炭 素 地 中 貯 留 や 放射 性 廃棄 物地 層処 分 を 背景 と

した 岩盤 の 長期性能 を担 保 す る た め に は ，熱 ・水 ・応
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力
・
化学連成場 で の 評価 が重要 とな る。本セ

ッ シ ョ ン で

は，こ れ ら連成場 に お け る諸問題 に 対す る現状 に つ い て

実験 的 ・解 析 的 な両 面 か らの 研 究発表が な さ れ た。ま た ，

発表に 引 き続 き実 施 さ れ た討 議 で は，活発 な意 見交換 が

な さ れ ，連成問題 の 重 要 性 に つ い て 再 確認 させ られ る と

共 に，今後 の 発 展 が 必 要 不可 欠で ある と の 共 通認識 に 至

っ た 。　　　　　　　　 （文責 ：愛媛大学　安原英明）

【DS − 5　道路
・
鉄道

・空 港 に お け る 地 盤 工 学 技 術 と課

題 】（発 表 ：12編）

　 第 1 部 ，第 2 部 共 に
一

般 発表及 び 委員会 各 WG 報告

の 後に 質疑応答
・
討議 を 行った 。 道 路 面 下 の 空洞 （3 編）

及び 道路切 十一斜 血，道路盛 土 の 締 固 め （各 1 編） に関

す る発表 は 例年 に 無 い 新 しい 発表内容で あ り，い ず れ も

か な り突 っ 込 ん だ 質疑応答が な さ れ た 。一
般発表 は 道

路 ・鉄 道 に 関連 す る 実験 研究 が主 で あ っ た が，討議 で は

実験条件，そ の 妥当性 や 適用性 に つ い て の 意 見交 換 が熱

心 に 行わ れ た。た だ ，昨年 と違 い ア ス フ ァ ル ト混 合物 に

つ い て の 発表が 全 く無か っ た の は残念で ある。ま た，空

港に 関連 す る 発表 も無か っ た。今後 に期待 した い。

　　　　　　　　　　　（文 責 ：神 戸 大学 　吉 田信 之）

【DS − 6　複合災害及び早期警報】（発表 ； 13編）

　本セ ッ シ ョ ン は 国際 地盤 工 学 会 の 国 内委員会〔ATC3 ：

地盤 に 関す る 白然 災害）の 提案で 行わ れ た 。 座 長 か ら

ATC3 の 概要及 び 活動 に つ い て 説 明 が な さ れ た 後 に，

セ ッ シ ョ ン を三 つ に 分け て 発表
・
討議が 行わ れ た 。 斜 面

災害 及 び 早期警報をテ
ー

マ と した 第 1部 で は 7編 の 発

表，複 合 災害 及 び 防 災教 育 を テ
ー

マ と した 第 2 部で は 6

編 の 発 表 が あ っ た。最 後 に，第 3 部 の 総 含的 な デ ィ ス

カ ッ シ ョ ン で は 東北地方太平洋沖地 震に よる 河 川 ・
海岸

施 設 の 被害及 び斜面災害，斜面災害の 早期警報 と防災 教

育 に つ い て討論 が な さ れ た。参加 者は延 べ で 120人程度

で あ り，複 合 災 害及 び 早 期 警報 に 対す る関心 の 高さが 伺

え た 。　　　 （文 責 ； 九 州 大 学　ハ ザ リカ
・

ヘ マ ン タ）

【DS − 1 東 日本大震災に お け る 地盤 環境問 題 へ の 対 応 】

（発 表 17編 の ほ か招待講演 1件，委員会報告 2件）

　災害廃棄物の 復興 資材 へ の 活用，放射性物質に よ る土

壌汚染や 廃棄物へ の 対応 な どが 地 盤 環 境 分 野 に お け る喫

緊 の 課 題 と な っ て い る。本 DS で は こ れ ら に 関 す る 最 新

の 研 究 成 果 が 発表 され る と と もに ，地 盤環境研究 委員会

（東 口本 大 震 災対 応 調 査 研 究 委員会）の 活動状況 が 報告

さ れた 。 さ ら に，佐 々 木 秀 幸 氏 （岩手 県 環境生活部） に

は，岩手県 に おけ る 災害廃棄物の 処 理 の 状 況 ・経 緯 と方

向性 に つ い て 最前線で 携わ られて い る こ とに基づ い た臨

場感 あふ れ る招 待講 演 を い た だ き，当該分野の 方向性 を

議論 す る ⊥ で の
一

つ の 道 標 とな っ た。

〃
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（文責 ：京都 k学　勝見　武）

【DS − 8　21世 紀 の 地 盤 環 境 問題 と解決 方 策 】 （発 表 ： 12

編）

　 「21世紀の 新 しい 地 盤環境問題 の 解決方策 に 関 す る 研

究委員会」 が 企 画 した セ ッ シ ョ ン は，3部構成 （  重 金

属類 の 溶 出 ・吸着特性 ・生物分 解，二 酸 化 炭 素の 固 定 化

な ど，  リサ イ ク ル
・経 済評価 な ど，  遮水性能）で

12編 の
一
般 発 表 が 行 わ れ た 。こ れ と 同 時 に 溶出 試験 の

標準化 へ の 提案，リ サ イ ク ル 材 を用 い た セ メ ン ト改良 十

の耐 久性，ペ ソ トナ イ トの 遮 水 性 能 とそ の 混合土 施工 時

の留意点 に つ い て 委員会 か ら話題提供が 行わ れ，具体的

か つ 活発 な質疑応答 と議論が なされた 。今後，地 盤環境

分 野 の 新 しい 成 果 が 期 待 され る有 意 義 な DS とな っ た 。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （文 責 ： 福 岡 大 学 　 佐 藤 研一）

【DS − 9 防災
・
環境

・
維持管理 に 役立 つ 最新の 地盤環

境調査法】（発表 ：4 編，話 題 提供 ：3編 ）

　地盤環境調査法の 三 つ の 主 要 な 分 野 （地 盤 災 害
・地 盤

環境 ・維 持 管 理 ） に つ い て ，最新の 調査手法 と 新 し い 項

目の 発 表 と話題提供が あ っ た 。特に ，新 しい 項 目 と して

は，津波
・
谷埋 め 盛土 の す べ り ・災 害廃 棄 物

・放射能汚

染
・
海浜 ・生態系 ・空洞 ・ア セ ッ トマ ネ ジ メン ト ・

リ ス

クマ ネ ジ メ ン トな どが あ り， こ れ らに つ い て 活発な討議

が 行わ れ た。今年度 に 改訂され る 「地盤調査 の 方法 と解

説」 に 期待す る 意 見 も 多か っ た 。

　　　　　　　　　　 （文責 ：  環 境 地 質　 稲垣 秀 輝 ）

【DS − 10 地 球温 暖化 が地盤環境 に及ぼす影響 と 対応】

（発 表 ：13編）

　DS 　10の 前半 は，論文番号1013〜1018の 6 編 で あ る。
こ の うち，1013〜1015の 3 件 は，地 球 温 暖 化 に 関連 す

る と思 わ れ る降 雨特 性 の 変化 （集中豪 雨 の 増加 ，年間降

雨 量 の 増 加 ） に 関 わ る 研 究 成 果を報告 し た もの で あ る。
一方 ，1017 と1018 は ，気候変動 に 対 して 脆弱 な べ トナ

ム 沿 岸域 に お け る適応策の 策定 に 関連 す る研 究 成 果 を報

告 し た もの で あ る。ま た，1016は，深 層地 盤 改 良 さ れ

た 軟弱地 盤に 対す る 海面上 昇の 影響 を 論 じ た も の で ある。

な お ，1013 と1018は ，扱う機器 は 異 な る が，と も に 災

害 に関 連 す る気 象 変 化 に 対 す る ICT に よ るモ ニ タ リン

グ の 重 要 性 を 強調 して お り，気候変動適応策 の ソ フ ト技

術 と し て ，こ の よ うな 技術の 展開が 人い に 期待さ れ る と

こ ろ で あ る。　　　　　 （文責 ：茨城 大学 　安 原
一

哉，

　　　　パ シ 7 イ ッ ク コ ン サ ル タン ツ   梶井 公美子）

【DS ．．−10 地球温暖化が地盤環境 に及ぼす影響 と対応】

（発表 ： 13編）

　後半 は，論 文 番 号1019〜1025の 7編 で あ る。こ れ ら

は地 球 温暖 化 に 関連 す る様 々 な現象に よ っ て 進行 し つ つ

あ る 影 響や 自然災害 に つ い て 調査 し，分析や 解析 を行 っ

た もの で あ る。相対的な 地 盤 沈下 に 伴 う沈下 量 （1024），

塩 水 化 域 （1022） の 把握 方法 ，浸水 対策 （1019，1020），

十一地 被覆分 布 （1021） を 論 じ た もの で あ る 。ま た ，

1023は 沿 岸植生 の 活用 ，1025は 数 値モ デ ル の 精 度 の 検

討で あ っ た。総 合討 論 で は，他分 野 ，他機 関 との 交 流 ・

連携 を 行 うに は どの よ うな こ とを行 え ば 良い か な どの 意

見交換 が な さ れ た。

　　　　　　　　 （文責 ： 国立環境研究所　陶野 郁雄，

　　　　　　　　　　　　　　 茨城大 学 　桑 原 祐 史）

【DS − 11 歴 史 的地 盤構 造 物の 保全 と 地盤 工 学の 役 割】

（発 表 ： 15編）

　特別講演は，
“
国 際規格に よ る遺産構造物の 安全 娃 の

評価 くISO13822 −Annex 　Heritage　Structure＞”が 紹介

さ れ た 。 特 別討 論 と して，版 築土 の 強度が取 り扱わ れ，

N 値50以 上 の ア ン コ
ー

ル 版築，室内実 験 か らの 高 い サ

ク シ ョ ン に よ る 高強 度化 の 実験 結 果 が 発 表 され た。軍 事

遺産構 造 物 （東 京 湾 第 3 海堡 び）関東地 震 に よ る 液状化）

も研 究 が発 表 され た 。 参加 者は 50人で あ っ た。

（文 責 ：
一

般 財団法人 地域地盤環境研究所　岩崎好規）

第47回 地盤工 学研究発表会

研究 奨励セ ッ シ ョ ン

　【調査
・
試験】（発 表 ：5 編 ）

　本セ ッ シ ョ ソ で 発 表 さ れ た 5件 の 研究 は ， 現地調査，

現場 計 測，室 内試 験 な どア プ ロ ーチ は様 々 で あ っ た が，
い ず れ も，地 盤 工 学 の フ ロ ン テ ィ ア に お け る若手研究者

の 奮闘を物語る 意欲的な もの で あ っ た 。筆者 の 私 見 に よ

れ ば，サ ン プ リン グ時 の 試 料 の 乱 れ が室 内試験結果 に 及

ぼ す 影響 の 解 明 は ， 地 盤工 学 に おけ る最重要課題の
一

つ

で あ る 。 こ の 点 に 関 して ，サ ン プ リン グ時の 乱 れ を 模 擬

す る 軸 ひ ず み履歴を与 え て か ら液状化強度試験 を行 う研

究 に興味 を覚 え た。今後 の 研 究 の 進展 に 期 待 した い 。

　　　　　 （文 責 ：   港 湾空 港 技術 研究 所　野 津　厚）

【設計
・
施工 】（発表 ： 5編）

　地 盤 の 有す る 多様 な 複雑 性 の た め，そ の 全 て の 情報 を

予 め知 る こ とは不 可能 で あ る。ゆ え に 限 定 的合理 性の 下

で，構造物 の 目的達成 と問題 の 理 想化
・
単純化の トレー

ドオ フ を 図 る こ とが，設計
・
施 工 で は特 に重要 とな る 。

実務案件 を 対象 と し た 5 件 の 報告が 行 わ れ，「地盤．工学

の こ とば」 で現 場 の 経験 が披露され た。また，フ ロ ア か

らの コ メン ト類 は研究 の 着眼点 に 迫 る もの も含 まれ，研

究 発表会の オー
プン な場 が現場知識の 体系化 に必 要で あ

る こ と を 再認識 させ られ た。

　　　　　　　　　　　 （文 責 ：金 沢 大 学 　小 林俊一
）
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